
第１章 総 則

第１条 本会は, 福島大学人文社会学群経済経営学類 ｢信陵会｣ と称する｡

第２条 本会は, 福島大学人文社会学群経済経営学類生全員及び本学類に所属する人文社会学群夜間

主コース生を信陵会会員として構成する｡ 本会は, 信陵会会員の利便性を追求することを目的とし,

その必要に応じて学生生活の利益を守り, 学びがいのある学園を築く行動をする｡

第３条 本会は, 目的達成のため次の機関を設ける｡

１ 総務委員会

２ 会計監査委員会

３ 選挙管理委員会

４ 学生大会

５ ゼミナール委員会

第４条 本会の事務所は本学学内におく｡

第５条 信陵会各機関の選挙は, 別に定める信陵会選挙管理規定に従うものとする｡

第６条 本会は会計簿, 会員簿, 議事録, その他必要な帳簿をおく｡ 本会は信陵会員に対する連絡手

段を電話連絡・郵便・事務所前もしくは学内各所の掲示板とし, 原則として１週間それを公示する｡

又, 信陵会員は, 事務所前掲示板を随時確認する責務を負う｡

第２章 経 理

第７条 本会の経費は, 学生が入学時に納付する会費・寄付金及び事業収入, その他収益をもってこ

れにあてる｡

第８条 信陵会費は20,000円 (年間5,000円) とし, 学生が入会する際に入会金500円とともに納入する｡

第９条 会計年度は学生大会成立後に始まり, 学生大会成立直前に締め切る｡

第10条 会計年度に剰余金がある場合は次年度にこれを繰り越すことができる｡

第11条 信陵会経理は総務委員会がこれを管理する｡

第12条 経理状況は通常, 総務委員会においてこれを報告しかつ公表する｡

第13条 信陵会が学生大会開催前に行う予算執行について, 以下のいずれかの手順を必要とする｡

１ 前年度の予算に計上しておく｡

２ 総務委員会本部費繰越の中から執行した後, 学生大会で詳細を発表し承認を得る｡

第３章 総務委員会

第14条 総務委員会は信陵会を代表し, その行動は信陵会員の意志とする｡

第15条 総務委員会は会員の生活を支援すると共に, 学生生活全般にわたる事項につき大学と常時連

絡・交渉を行う｡

第16条 総務委員会は, 学生大会の議決を尊重し, ゼミナール委員会からの審議・決定事項を考慮し,

信陵会の運営にあたる｡

第17条 総務委員会の議事・構成・業務・運営方法, 同会内機関の権限・業務区分・総務委員待遇な

どその他一切の内容は総務委員会規約の通りとする｡
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第18条 総務委員会の任期を５月１日から４月30日までの１年間とする｡

第19条 総務委員会規約の改廃は, 信陵会規約に反しない範囲内において総務委員会に委ねられる｡

第20条 総務委員が学生の本分を逸脱した行為をした場合, 総務委員会は直ちにこの詳細を公表しな

ければならない｡

第21条 総務委員会及び同会内機関は, 当該機関における審議事項に関して本規約第27条を除く事項

においては, 当該事項において議決権を有する｡

第22条 総務委員会はその情報網を生かし, 信陵会員に極力公正中立の立場で政治問題を説明・解釈

することができる｡ 但し, 総務委員会は信陵会員の許可なく政治的問題に関して行動することがで

きない｡ 信陵会員50名以上の学籍番号付署名の発議があった後, 本規約26条によって決定する｡ 又,

発議・投票がなされなかった場合の事項については総務委員会は保留とする｡

第23条 総務委員の進退については以下の通りとする｡

１ 総務委員は, 総務委員の３分の２以上の同意により辞任することができる｡

２ 総務委員は, 信陵会員総数の過半数の解任請求 (信陵会員の学籍番号付連署の提出) により解

任される｡

第24条 思想・信条等の理由により任意の仕事に対する委員会活動に支障を来す場合がある時, 総務

委員は総務委員会の承認によりその仕事からはずれることができる｡

第25条 総務委員会はその必要に応じて, 総務委員会の下部組織として任意目標・目的を達成・実行

するプロジェクトチームを組織・運営し, 又, 解散させることができる｡

第26条 信陵会内における業務的な決定事項のうち総務委員会が行う投票においては, 業務投票とし

て下記に定めるものとする｡ 又, 第44条・第45条・第46条・第47条においてはこの例外とする｡

１ 投票は, 信陵会員の投票総数のうち過半数をもって決定とする｡

２ 方法・提案等投票に関する一切の事項については, 総務委員会の裁量によるものとする｡

３ 公示・結果発表については, 投票日の１週間前後に行わなければならない｡

４ 投票が公平・中立に行われなかった場合, その投票は無効となる｡

第４章 学 生 大 会

第27条 学生大会は本会の最高決議機関であり, ①財政 (予算・決算) ②今年度の活動主要方針③規

約改正に関する事項については, 原則として学生大会の議決を必要とする｡ この例外は本規約第32

条によるものとする｡

第28条 信陵会の解散に関しては, 学生大会において全信陵会員の３分の２以上の賛成により成立する｡

第29条 学生大会承認事項提案については, 総務委員会がこれを行う｡

第30条 学生大会は総務委員会もしくは総務委員会代表がこれを招集する｡

第31条 学生大会は, 総会員の６分の１の出席をもって成立する｡ 当日出席できない信陵会員は書面

議決をもって出席に代えられる｡

第32条 学生大会が不成立もしくは開催不可能であった場合は, 再度行い, それでも不成立もしくは

開催不可能であった場合には本規約第26条によるものとする｡

第33条 学生大会での諸規定は, 以下の通りとする｡

１ 学生大会の議長団は公平な大会運営の為, 全出席会員における立候補者に対する出席者の過半

数の同意により決定される｡ 但し, 学生の過半数により不信任を表明された場合は, 総務委員会

が代行する｡
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２ その他大会運営に関する決定事項は, 出席者の過半数の同意によりそれを行うことができる｡

３ その年の学生大会においてある提案が否定された場合, あるいはその提案事項を含んでいた学

生大会が不成立・開催不可能であった場合, その提案事項に関しては同年度に開催される学生大

会もしくは投票に再度同一内容の承認事項を提出することができない｡

第34条 学生大会の開催時期を６月下旬から７月上旬とする｡

第５章 ゼミナール・ゼミナール委員会

第35条 ゼミナールとは, 本会における最小単位の自治組織であり, 教養演習・本演習を構成する｡

各ゼミでは以下の委員を４月に互選により選出する｡ 任期は以下の通りで, 再任を妨げない｡

・ゼミナール委員 １名以上 任期６ヶ月

・選挙管理委員 １名以上 任期１年

・広報委員 １名以上 任期１年

・大学生協総代 １名以上 任期１年

第36条 ゼミナール委員は, ゼミ生の要求に基づき, その活動の中心となって運営にあたる｡

第37条 各委員のリコールもしくは辞任は, そのゼミ生の５分の１のリコール請求もしくは辞任希望

があった場合に, ゼミ生の過半数の賛成をもって成立する｡ 欠員が生じた場合は, ただちに後任を

互選により選出し, 関係委員はゼミナール委員会と総務委員会に届け出なければならない｡ 又, 後

任者の任期は前任者の残りとする｡

第38条 ゼミナール委員会は, 各ゼミナールの学問・研究の発展に努めるべく, ゼミ生の意見・要求

を受け付けて審議し, 出席委員の過半数をもって議決することができる｡

第39条 ゼミナール委員会は, その審議過程及び結論を総務委員会に報告する｡

第40条 ゼミナール委員会は, 各ゼミナール委員をもって構成する｡ ゼミナール委員会は過半数のゼ

ミナール委員の参加をもって成立する｡ 又, 委任状は２分の１までとする｡

第41条 ゼミナール委員会は, ゼミナール委員の互選により選出される議長・副議長・書記・会計を

各１名おき, 議長が議事運営に関して一切の責任を負う｡

第42条 ゼミナール委員会は原則として週１回, 議長もしくは５分の１以上のゼミナールの要請によ

り招集される｡

第43条 ゼミナール委員会は公開とし, 協議・決定事項は全学生に公表する｡

第６章 支 援 団 体

第44条 信陵会のさらなる躍進のため, 本会は以下の機関と連携する｡ 各団体の運営は, 各組織の代

表者と総務委員会が密接な連絡をとって行う｡

１ 統一サークル連合

２ 福島大学新聞会

３ 大学祭実行委員会

４ 新入生歓迎企画委員会

５ ８者連

第45条 総務委員会は, 信陵会員が任意により学生相互の親睦を深めることを期待し, ひいては信陵

会の発展のために, 統一サークル連合に対し支援をすることができる｡

第46条 総務委員会は, 信陵会員が大学の学問研究の自由を守り, 豊かな学生生活を築くために, 信
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陵会や福島大学の自主的発展に寄与することを期待し, 学内の言論機関としての福島大学新聞会に

対し支援をすることができる｡

第47条 総務委員会は本規約第３条の実現のため, 新入生歓迎企画を行うものを支援することができ

る｡

第48条 総務委員会は, 信陵会員が大学祭を通し, 文化の向上や個人のさらなる成長のために貢献す

ることや大学広報を期待し, 全学及び信陵会の発展のために, 大学祭実行委員会などを支援するこ

とができる｡

第49条 信陵会に予算を申請するもの (個人を含む) は, 予算執行において以下の義務を負う｡

１ 信陵会の決定事項に従うこと｡

２ 総務委員会に対して, 年間活動計画・前年度の活動報告書・予算案及び決算報告書を提出する

こと｡ 特に決算報告書には, 煩雑にならない範囲で領収書を添付し, 使途を明確にすること｡ た

だし, 統一サークル連合は, その所属する全サークルの各年間活動計画・前年度の活動報告書・

予算案及び決算報告書も提出しなければならない｡

３ 会計簿・備品台帳・構成員名簿を保管し, 信陵会総務委員会に提出すること｡ さらに, 新聞会

は毎号, 会計報告・編集員氏名を掲載して全学に公開すること｡

４ 総務委員会の自治組織に対する活動監査・質問に応じること｡ 又, 総務委員会は信陵会の代表

として, 活動内容を監査し, 適正に機能しているかどうかを確認してその組織に対する情報を収

集し, 信陵会員への報告, その組織について考える上での資料を作成する義務を負う｡ 活動監査

はその必要性から, 原則としてその組織の承諾なしで行う｡

５ 運営や予算執行等に不明瞭な部分があるとき, 各組織にその理由を求めることができる｡

６ 前項に対して誠意ある対応がなされなかった場合, 学生大会が開催不可能, 不成立であった場

合, もしくは本規約に定める要件を満たさない場合において, 総務委員会はその理由を総務委員

会室前掲示板に掲示, 総務委員会は信陵会外部の支援団体もしくは個人に対して予算執行を一時

凍結し, 執行予算の一部を請求しなければならない｡ 又, 凍結解除においては, 第51条に準じる｡

７ 支援団体は, 当年度以前後に執行されなかった信陵会外部支援団体の予算分を, どんな理由が

あれその組織への当年度の予算案に繰り越すことはできない｡

第50条 ２年続けて学生大会が不成立あるいは予算その他その組織に関する活動を承認しなかった場

合, 支援団体に対して信陵会員の間接的存在不信任と見なし, その待遇を見直し総務委員会は今後

一切の支援をすることができない｡

第51条 総務委員会は, 学内自治組織との連携を深め共通業務を行い, ひいては信陵会の発展のため

に８者連や, 学生・教員・職員間協議会に信陵会代表として参画することができる｡

第52条 新たに信陵会の関連団体・協議機関となることを希望するものは, 大学当局及び総務委員会

の承認を満たした上で学生大会の承認を得なければならない｡ 尚, この承認事項に関しては, 第26

条の例外として, 第49条によって支援・諮問関係を撤廃された組織についても例外とする｡ その他

の事項に関しては, 別に定める各々の規約によるものとする｡
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第７章 附 則

第53条 総務委員会は, 本規約及び各々の委員会規約を遵守しなければならない｡

第54条 本規約は1978年６月29日をもって発効する｡

但し, 1979年１月30日一部改正

但し, 1987年11月17日一部改正

但し, 1994年７月14日一部改正

但し, 1996年10月21日一部改正

但し, 1998年７月16日全面改正

但し, 1999年12月９日全面改正

但し, 2001年７月２日一部改正 2001年７月３日施行

但し, 2003年６月26日一部改正 2003年６月27日施行

但し, 2004年11月29日全面改正 2004年11月30日施行

第55条 総務委員会規約は1999年12月９日をもって発効し, 1999年12月10日をもって施行される｡

第56条 １ 本規約は, 経済学部生を経済経営学類生とみなす｡

２ 本条は2012年３月31日まで有効とする｡
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